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組織体制が新しくなりました

令和7年度事業報告・資金収支決算報告

レクリエーション備品などを貸し出しています

組織体制が
新しく

なりました



多様化する困りごとに、より丁寧に対応するとともに、住民の皆さんが安心して相談できる体制
づくりを進めるため、2026年4月から組織体制を変更しました。より身近で相談しやすい体制を
構築し、福祉サービスのさらなる充実につなげていきます。

生活支援コーディネーター（支え合い推進員）が、地域の困りごとや支
えあい活動の情報を集め、人や活動をつなぎながら住民や関係団体
と地域課題について話し合い、誰もが住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けられるよう、支えあいの仕組みづくりを進めます。

地域の集いの場などに伺った際には、皆さんの活動や地
域のことを教えてください。地域を知ること・コーディネー
ターを知ってもらうことからはじめます。　

認知症や障がいなどによって、一人で福祉
サービスの利用を決めることに不安がある
人や日常生活に必要なお金の管理に困っ
ている人などを対象に、福祉サービスの利
用手続きや金銭管理をサポートします。

組織体制が　　　新しくなりました

〈 旧 〉 〈 新 〉

〈 主な業務内容 〉

かけはし（福祉サービス利用援助事業）

低所得世帯や高齢者、障がい者の生活を
経済的に支え、安定した生活と自立を促す
ことを目的に、貸付と併せて相談支援を行
います。
※貸付には条件や審査があります。他の支援制度
を利用できる場合や返済の見込みがない場合
は利用できません。

生活福祉資金貸付

子どもの朝食喫食率向上や自立支援事業
に関する支援、窓口での生活相談があった
食料の確保が難しい世帯の支援として、食
料を提供します。　

フード・マッチング

認知症や障がいなどによって判断力が十
分でない人の財産や権利を守るため、社協
が法人後見人などを担い、金銭管理や法律
行為などを行うことで、ご本人が安心して
生活できるよう支援します。

成年後見

ボランティア活動の相談受付や養成・登
録、活動をコーディネートします。

〈 主な業務内容 〉

ボランティア活動サポート

日常生活のちょっとした困りごとを地域の
中で支えあう、有償ボランティア活動の調整
をします。

ほほえみネット

平時から発災後に被災者への支援が迅速
に行えるよう、市内の関係機関・団体とネッ
トワークの構築をします。

被災者生活サポートボラネット

育児支援が必要な世帯と育児を応援して
くれる人をマッチングし、在宅で子どもを
預かるなど、支えあいを支援します。

ファミリー・サポート・センター

障がいのある人が、地域の中で安心して暮
らすことができるよう、生活協力員をマッチ
ングし利用者を支援します。

障がい者地域生活アシスタント

栄養バランスのとれた食事を定期的に配
達するとともに安否確認や体調の変化の
聞き取りを行います。　

配食サービス

ふれあいの場をきっかけに、住民同士が自
然に顔見知りになり、困ったときに支えあ
える関係を地域の中に増やしていく、居場
所づくりを支援します。

小地域のお茶の間づくり

認知症の人やその家族、あるいは地域の人
などが気軽に集まり、交流しながら認知症
に関する必要な情報が得られる場所とし
て、カフェ形式で実施します。

あいちゃんのホッとするカフェ
（認知症カフェ）

ご近所同士が定期的に集まって楽しく交流
する居場所であり、閉じこもりの予防や介
護予防など生きがいづくりを支援します。

ふれあいサロン

ちょっとおじゃましてもいいですか？

小田 　美穂 （市全域）
竹内 　恵美 （吉　田）
河野 　佑里 （八千代）
下川 　佳苗 （美土里）
宮迫 麻衣子 （高　宮）
新田 久美子 （甲　田）
沖田 　圭司 （向　原）

地域福祉課

地域づくり推進課

くらしサポート課

生活支援体制整備事業

地域福祉課

くらしサポート課
☎42-1332

地域づくり推進課
☎42-1333

地域福祉課
☎47-1131

より
身近で相談しやすい社

協へ

生活支援
コーディネーター

社協だより2
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地域の福祉活動を

支える人づくり

地域への関心と福祉意識の醸成

「あいちゃんフェスタ2025」や出前講座で地
域福祉活動の紹介や福祉体験機会の提供　
児童、生徒を対象としたボランティア講座や
体験機会の提供、学校の福祉学習を支援
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支出
合計

465,617,798
円

収入

465,617,798
円

合計

〈 令和7年度 資金収支決算報告 〉 

地域の福祉を支える担い手づくり

社会資源（地域活動やボランティア）の発掘・
支援
生活支援コーディネーターの育成
地域福祉会議の取り組みを支援
ボランティア養成講座や研修会を開催

福祉・介護人材の確保・育成

職員の育成・サービス向上に向けた研修の受講
「福祉のしごと」パンフレットを作成
人材確保に向けたネットワークを構築
事業所間連携と人材育成のため、通所系と訪
問系事業所情報交換会を開催

〈 令和7年度 主な取り組み 〉

令和7年度　事業報告書
令和7年度は、ひきこもり、ゴミ屋敷、ダブルケア、8050問題

など、地域で顕在化する複合的な生活課題に対応するため、
「第3次地域福祉活動計画」に基づき事業を推進しました。

基本理念

1

3

2

安心・安全に暮らせる

地域づくり

情報発信と情報共有

広報紙（社協だより・包括だより）を年4回発行
出前講座や地域福祉会議を通じた、福祉に関
する先進事例の紹介や情報共有
地域ケア会議やケース会議を通した関係機関
ネットワークの強化

権利擁護の推進

職員・生活支援員の資質向上のための研修開
催・受講や権利擁護の醸成、担い手確保に向
けた普及啓発講座の実施
高齢者虐待への対応や消費者被害防止を推進

多様化する生活課題への対応

権利擁護や生活困窮に関する相談に対して
関係機関と連携し包括的に支援

組織力の強化

安定した経営・職員資質向上・財政基盤強化
を推進するため、第3次中期経営計画を策定
多様な福祉サービスを提供・調整する拠点づ
くりの取り組み

協働による地域福祉の推進

地域福祉会議、ボランティア団体、民生委員・
児童委員、地域振興会を含む協働の場を形成
行政・学校・企業などを含む地域福祉の取り
組み

相談窓口の充実

誰でも気軽に相談できる窓口体制整備の取り
組み
行政機関や関係団体と連携した情報共有

地域で支えあう力を高める

つながりづくり
災害時に強い福祉支援体制

災害ボランティアセンターの設置・運営体制
を確認
災害時のボランティア活動を学ぶシミュレー
ション研修を実施
平時からのつながりの重要性を啓発するため
の出前講座などを開催

困難を抱える人への支援

生活困窮者の相談に応じた関係機関との連携
生活相談や関係機関を通じた食料支援

地域のつながりづくり

地域福祉会議や地域住民と連携し、ふれあい
サロン・地域食堂・移動販売などを推進

ともに支えあい　心豊かに

（単位：円）

その他の収入
2,253,660

その他の活動
による収入
5,501,060

前期末支払資金残高
125,924,158

会費収入
3,989,850

経常経費補助金収入
60,881,715

寄附金収入
5,410,758

受託金収入
73,524,307

事業収入
7,320,672

介護保険事業収入
173,974,148

障がい福祉サービス等
事業収入　6,837,470

法人運営事業
92,499,859

地域福祉事業
38,134,864

貸付事業
6,042,150

当期末支払
資金残高
97,446,313

本所事業所
（介護保険）
68,398,930

施設管理事業
7,622,209

地域包括
支援事業
63,978,995

甲田事業所
（介護保険）
91,494,478

公益事業
71,601,204

社会福祉事業
296,570,281

社協だより4
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●安芸高田市在住の方
●地域福祉活動を推進する団体
●幼稚園、保育所、小・中・高等学校
※安芸高田市内での使用に限ります。
※営利目的での使用はできません。

対象 社協本所または各支所に連絡

「備品使用許可申請書」を提出
※申請書は本所か各支所、または市社協ホー
ムページからダウンロードしてください。

利用方法

原則1週間以内貸出期間

紐でつながった2つのボールを

ラダー（ハシゴ）に投げて引っ掛

ける、シンプルで楽しいスポーツ。ボールが

引っ掛かった位置で点数が異なり、先に合

計が21点になったチームが勝利。

無料　※電池などの消耗品代は別途必要です。料金

地域で開催されるサロンや交流会、各種イベントなどにご活用いただけるよう、
社協ではレクリエーション備品などの貸し出しを行っています。地域の皆さんの交
流促進や健康づくり、イベントの充実にぜひご利用ください。

[問い合わせ] 地域福祉課　☎47-1131

ラダーゲッター レクリエーション用品
貸出ランキング

1位　
●輪投げ

2位タイ
●だるまおとし　●ターゲットプレイシート

4位タイ
●懐かしの愛唄歌集　●マジック9

人気の貸出品はコチラ

社協職員

おすすめ

棒にかかったと思っても落ちることがある
けぇ毎回ドキドキ！他にも皆さんで楽しめる
用品を多数用意しとります！

を貸し出しています

備品貸し出しに関して詳しくは

レクリエーション備品など

令和7年度

ホームページにラダーゲッターの使い方動画を載せています。

(敬称略）
3月21日～6月20日

温かいご寄附をいただきありがとうございました。
いただいたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
ご寄附の情報は、寄附者ご本人の承諾を得たもののみを掲載しています。

社協だより6
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一般寄附
● 吉田町
常友市有住宅自治会 （社会福祉活動）
● 高宮町
藤井セツヱ （社会福祉活動）
● 甲田町
片岡　照恵 （社会福祉活動）
● 匿名　2名

香典返しにかえて
寄附者／行政区／故人

● 吉田町
渡辺　　透 下竹原 渡辺ヨシミ
吉川　陽樹 川原 吉川　鈴子
山﨑　信義 浄安寺 山﨑　妙子
常葊　健治 五丁目中 常葊　秣枝
野川　栄治 下中馬上 野川　艶子
梅垣　良樹 石原1 梅垣ミドリ
児玉　壽徳 上迫1 児玉　久子
杉谷三津江 桂市 杉谷　　進
本田　和史 １丁目 本田　省三
土本　耕治 下市 土本　昭三
金田　陽子 川手 武永　静夫
川本　国夫 下市 川本　　泉
河野由美子 下入江1 河野千代子
行永　明義 上竹原 行永チヨコ

● 八千代町
浮田　真治 水無 浮田　郁省
田口　早苗 日南下 田口　久江
藤本　辰也 土井 藤本　昭子
吉岡　　栄 日南中 竹本ミツヱ
合原　民夫 上佐々井 合原サチコ
松前　克司 中の谷 古石　光子

● 美土里町
山本　由文 矢賀下 山本テルコ
葊森　一成 栃木 葊森　光枝
中井　和憲 砂金 中井ミヨ子
岡本　洋子 上黒滝 定岡ユリコ
小林川秀喜 市 小林川孝義
谷川　秋枝 増屋 谷川　憙圓　

● 高宮町
築地　美樹 後側 築地　昭二
谷本　　朗 野部 谷本　清子
浅原　恵朗 下羽佐竹 浅原　春枝
田邊　　環 宮迫 吉岡　文子
向井　美子 叶谷・

日原 向井　恒寿
三上　孝之 下式敷 三上三喜子
持丸　利行 下式敷 持丸　節子
佐々木　護 前川 佐々木澄子

● 甲田町
梶田　圭司 下庄 梶田久美子
西村　隆司 大道地 西村　良枝

入本　桂子 上庄西 入本　俊治
玉井　　治 倉内 玉井　清子
岡本　　剛 下寺 岡本アヤ子
品川　修作 上法恩地 品川　嘉子
井上　基男 城山 井上ヨシミ
福川眞由美 井才田3 福川　　修
永井　儀雄 末広 永井喜美子
井上　重明　 城山 井上　　恵
信末　一之 川本 信末　時美
田村　公司 加屋 田村サカエ
寺田　博彦 中条・

中迫 寺田　文子
平岡佐代子 大津谷 平岡　文男

● 向原町
古川　綾子 坂5区 小野　明子
大前　明夫 坂15区上 大前千代子
岸立　信之 坂6区 岸立　文江
桃井　　亨 坂6区 桃井　愛子
小畠　充博 戸島5区 小畠　元範
井上　　聡 保垣3区 井上　沖彦
雛田　直樹 戸島8区 雛田　　猛
山本美弥子 保垣3区 山本　三郎
玉井　義昭 坂1区 玉井　鈴子

● 安芸高田市以外
森　　　尚 広島市

佐伯区 森　サチ子

● 匿名　2名

社協だより 7



おしらせ

【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）

● 電話（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

発行・編集

変更か所

 吉田 ふれあいセンターいきいきの里 第4水曜 10：00～11：30

 八千代 八千代人権福祉センター 第4月曜 10：00～11：00

 美土里 美土里方面隊第2団コミュニティ消防センター 第4金曜   9：30～11：00

 高宮 市役所高宮支所 第4金曜 13：30～15：00

 甲田 市役所甲田支所 第4木曜 10：00～11：30

 向原 向原生涯学習センターみらい　 第4火曜 14：00～15：00

[問い合わせ] 地域福祉課　☎47-1131

地域 開催場所 開催日 開催時間

各町の認知症カフェ協力員が情報交換する場として開催。20名が参加し、
認知症カフェがより良い場所になるよう話し合いました。今後も、認知症カ
フェが認知症の人やその家族、認知症への不安がある人が気軽に交流でき
る場所となるよう、協力員会議を引き続き行います。

地域で生活している認知症の人やその家族、地域住民、医療や介護の専
門職、認知症について関心のある人など、誰もが気軽に集まり、安心して交流
を楽しむ場です。カフェを通して、顔の見える関係づくりを構築し、認知症の
人が地域の中で、自分らしく暮らし続けることができるよう支援しています。

6月9日（火） 認知症カフェ協力員会議□安芸高田市保健センター所

あいちゃんのホッとするカフェ（認知症カフェ）とは

この事業は、赤い羽根共同募金を活用しています。

令和8年4月から

あいちゃんのホッとするカフェ（認知症カフェ）
開催場所・時間を一部変更しました


